
愛野珠代(あいの・たまよ)は、見てしまった。二十一歳の

同僚、相賀好代(あいが・すきよ)が社長室で、社長夫人と

キスしているのを。昼の休憩時間だった。社長室のドアは、

少し開いていたのだ。

中から、チュッ、チュッという唇がくっついて離れる音が

したので、珠代は思わず足を止めて社長室の中を細い隙間

から覗き込んだ。

すると、グラマーだが肩幅も広い背も高い社長夫人に小柄

な好代は抱きすくめられ、上を向いて唇を社長夫人に任せ

ていた。

社長夫人は三十代になろうという年齢で、紺の上下の服を

着ている。

好代は不動産会社の制服を着ている。オレンジの上下で、

スカートの丈は短い。



好代は肩までの髪の毛を揺らせながら、男にされるように

社長夫人にキスされ続けていた。

社長夫人の顔は眉毛が太くて、目も大きい。髪の毛はショ

ートカットにしている。胸も尻も張り出しているが、肩幅

も広い体型だ。

社長夫人の名前は、レズニスル・丸三という。夫の名前が、

丸三商次(まるさん・しょうじ)という会社名みたいな名前

だが、そのためだ。

彼女は時々、レズニスル・マルサンと署名していたし、名

刺にもそう印字していた。

レズニスル夫人は、母親がフランス人というハーフだ。だ

から、色は白い。背も高いのも白人らしい。フランス人女

性は、背が低いというけれども。髪の毛の色は黒である。

アンダーヘアも黒だ。



夫の丸三商次は、フランスに商用で滞在中に父親が日本人

の、このレズニスルと出会った。

父親の名前は外国郁夫(そとくに・いくお)といって、フラ

ンスのパリでワインや日本酒を取り扱って大成功した億万

長者だった。娘のレズニスルは、レズニスル・ソトクニと

学校でも記名した。

パリのビジネス専門学校を卒業するとレズニスルは、父親

の会社「ソトクニ・トレード」に入社して秘書として働い

ているところを夫になる丸三に見初められて、短期の交際

の後、すぐに結婚して日本に来た。

丸三商次は福岡市で高級洋酒店を天神に持ち、不動産会社

も持っていた。その不動産会社の経営を実質は、妻のレズ

ニスルに任せていたのだ。



レズニスルは小柄な好代の体を軽々と抱きかかえると、社

長の椅子まで運んで腰を下ろし、好代を自分の膝の上に乗

せて今度は、紅い長い舌を出して自分の女子社員の首すじ

を舐め上げた。好代は、その柔らかく甘い感覚に眼をトロ

ンとさせていた。愛野珠代は好代が自分に気づかないほど、

快楽の世界に浸っているのが分かった。珠代は思わず自分

の右手の人差し指と中指を自分の股間に持っていくと、制

服の上からマンコを指圧してしまった。

(あうん)

珠代は心の中で、悶え声を出して股をキュッとすぼめた。

(あ、誰か来る)

向こうから大きくなる靴音に、珠代は姿勢を正していた。

社長室を覗くと、二人は社長と社員らしく離れていた。レ

ズニスルは座り、相賀好代は少し離れて不動産会社の女子



社員らしく立っている。

靴音の主は、若い女性とその母親らしき女性で、どちらも

高級そうな身なりをしていた。どちらも肩からエルメスの

バッグを下げている。下の方に点線の円の中に Hのマーク

が入っている有名なブランドものだ。二十万円以上なのは

間違いない。

足元を見ると靴はトリー・バーチのぺたんこな靴で、銀色

に豹柄だ。四万円近くは、するものらしい。母娘揃って同

じデザインの靴も珍しい。愛野珠代はブランド好きだから、

それらを判別できた。

長い廊下を歩いて母娘は、社長室に近づいてくる。珠代は

何気なく立って、二人を出迎える。娘は二十歳位で、明る

くヒマワリのような感じがする。背も珠代より高くて細身



だが、彼女の胸と腰は大きく膨らんでいた。その娘は立っ

ている珠代を見ると、

「こんにちは。ビルの売却の件でお邪魔します。社長さん

は、いらっしゃいますね?」

「はい、在室しております。どうぞ、こちらへ。」

珠代は社長室のドアを開いた。母親は四十位で、これも高

身長で美貌の名残をとどめている。普通のOLだったとは、

思えない。その母親の

静けさが壁に染み渡る その美貌

という俳句が浮かびそうだ。季語がないので俳句にはなら

ないが、美貌は春という事にすればいい。

母娘の身長は、ほぼ同じで娘が先に社長室に入った。ドア

を開けてから珠代は、小走りにその場を去っていた。



丸三不動産の社長室は、部屋の主となったレズニスル・

マルサンの趣味でフランス風なデザイン、置物、内装とな

っていた。そこへ入った母娘はフランス人形みたいな女性

が机を前に立っているのを眼にした。レズニスル夫人は立

ったまま、西洋人らしい笑顔を浮かべて、

「ボン・ジュール。ようこそ、おいでくださいました。わ

たしどもに、ご相談いただき感謝しています。」

相賀好代が高価そうなフランス製のコーヒーカップを二つ、

応接テーブルの上にコトン、カタンと並べた。レズニスル

は六人がけ、テーブルを挟んで三人ずつが座れる応接ソフ

ァの前に行くと、長身美女母娘に、

「どうぞ、こちらへおかけください。」

長身の娘の方が、

「それでは、失礼します。」



と腰掛けたので、母親もその隣に身を沈めた。レズニスル

はミニスカートを、ひるがえして二人の前に座った。レズ

ニスルの白いパンティは二人の母娘にも、はっきりと見え

た。

商談は長きに亘るものではなかった。破格な買値をレズニ

スル夫人が提示したのだ。レズニスルは、

「それに加えて、娘さんに当社のイメージガールになって

ほしいのですわ。それにつきましても、契約金をお支払い

します。」

フランス人の眼でレズニスルに見られると娘は、

「それは、嬉しいな。わたし、大学を出ましてから就職も

せずに父の私的なものを売り払う事をしていました。天神

のモデル事務所にも登録はしたんですけど、仕事がこない



んです。モデルって、やってみたかったから。」

レズニスルは笑顔で、

「それでは、そうしましょう。高根野花(たかね・のはな)

さん、丸三不動産も今では福岡市で一番の不動産会社なん

です。ローカルテレビにもCMを出してますわ。」

と優しく話しかけた。

丸三不動産は天神の西側にある自社ビルを本店として、福

岡市内にいくつかの支店があるが、女子社員が多くて男子

社員は一つの店に一人と決まっていた。紅一点の逆で黒一

点というべきで、あろうか。

また女子社員のスカートはミニスカートである。賃貸物件

で来た客に対して椅子を離れて又、戻ってくる時には顧客

にパンティが見えるように座るという社内の規律がある。

先ほどは社長のレズニスルが自ら実践したもので、そばに



いた相賀好代もそれを見て

自分もしっかり顧客にパンティを見せよう

と心に思った事だった。社長が実践しないで社員にやらせ

る会社があるとすれば、そんな会社は伸びないはずだ。

丸三不動産で部屋を借りれば、その店で女子社員のパンテ

ィが見れると若い男性の間で評判となり、引越し好きな若

者はみな丸三不動産で部屋を借りた。

契約が決まって書類作成の時にも女子社員は度々、椅子を

立つので何回もパンティを見せる場合もある。

契約書に添えてポケットティッシュを渡すのも、丸三不動

産の慣わしである。それで夜、自分の部屋で仲介、契約し

てくれた丸三不動産の女子社員のパンティを思い浮かべな

がらオナニーして、もらったティッシュで射精後に拭き取

る男も多かった。



おまけに丸三不動産の女子社員はブラジャーをつけない事

を義務付けられていたので、夏に白いカッターシャツの上

からふくらんだ乳房と赤い乳首がうっすらと見えたりする。

だから夏の方が契約に来る男性客も多くなり、「にっぱ

ち」という二月八月は客が減るという言葉の八月は、丸三

不動産では男性客で賑わった状態となる。

特別サービスとして、丸三不動産では個室での接客もして

いた。その場合、家賃の二ヶ月を契約の時に不動産手数料

として払えば、それに応じたサービスを女子社員がやると

いうものだ。

女子社員を指名しての仲介となると指名料として一人につ

き一万円が、かかったが、それに伴って椅子を動く複数の

女子社員のパンティが見られるので指名する男性客も多か

った。



もちろん個室は完全防音で、中で大抵は上増し一か月分の

家賃の手数料で女子社員とセックスしていた。それは手数

料そのほか、敷金とか礼金すべて丸三不動産の口座に振り

込まれて書類を手渡しする時に行われる。一日で三人くら

い指名される女子社員もいるから、三万円の指名料をもら

える女性もいた。

指名料については丸三不動産の方では、そのまま女子社員

に渡すのである。

レズニスル夫人は夫の丸三商次と会社の近くの高級マン

ションに住んでいるのだが、夫の商次は一年ほど前からそ

のマンションに帰ってくるのが月に一回ほどになった。

そんな珍しい晩は、レズニスルは夫に全裸でダブルベッド

の上に乗って、むしゃぶりつくのだが夫は、



「気分が乗らないんだ、すまない。」

と断りを入れた。夫の商次はパジャマを着たままだ。レズ

ニスルは唖然として、

「あなた、もう半年も私とセックスしてないじゃない。そ

れで、なんともないの?」

「ああ、仕事が忙しくなって元気がないんだ。レズニスル、

そこに立って、おまえの綺麗な体を見せてくれ。」

商次は、ダブルベッドの横の地点を指差しながら頼んだ。

彼女は夫の言に従って、ベッドの横に立って両手を広げた。

白人のような白い裸身は、足もすらりと長い。胸もロケッ

トのようにふくよかで、ヘアは黒い剛毛だ。実は商次は、

この体型には飽きていた。彼は日本人女性の短い足で、尻

が外人女性より低い位置にある体に性欲を覚えるようにな

っていた。だが、しかし、レズニスルの体は美しいので、



「レズニスル、お前の体は私だけのものにしておくのは、

勿体無いんだと思うよ。他の男に抱かれてみては、どうか

ね。」

レズニスルは体を軽く震わせると、

「わたしの家は男女関係に厳しいんです。フランスは大抵、

カトリックの家ですから、わたしも男は夫だけ、と教わり

ました。商次以外の男、だめなの。」

丸三商次は溜息をつくと、

「日本はキリスト教の国じゃないから、いいんだよ。」

「だめです、何処の国でも。」

とキッパリと夫の誘いを彼女は拒否した。

「わかった。やるだけ、やってみよう。」

商次はベッドからレズニスルを手招いた。彼女は爆乳を夫

に押し付けて、マンコを夫の太ももに当てた。商次は彼女



の大きな尻と、広い肩に両手をそれぞれ置いて、軽くキス

をした。

しかし、眠気が強烈になったのか、彼は眠ってしまったの

だった。

レズニスルが同僚の相賀好代とキスしていた日の晩、愛野

珠代は福岡市近郊のラブホテルで丸三商次に抱かれていた。

珠代は足が短い方で、どっしりとした尻を持っている。胸

は小さめだ。アンダーヘアは、トランプのダイヤ型で恥丘

の土手は丸くこんもりとしている。

一年ほど前から丸三商次の性欲は、自社の社員の愛野珠代

で発散していた。

滅多に行く事のない会社に久し振りに来てみると、女子社

員の珠代がミニスカートで応対してくれた。



社長室で応接ソファに座った時、珠代がコーヒーを持って

来てテーブルに置いたが、しっかりとパンティを見せてく

れた。珠代はパンティを上に持ち上げた形にして履いてい

るので、割れ目がパンティに食い込み、溝ができていた。

いわゆるマンスジである。

オレンジの制服に純白のパンティに食い込んだ割れ目は、

その場で丸三商次のイチモツを半分ほど奮い立たせた。そ

の時は、レズニエルは不在だったので誘い話は珠代に直ぐ

に通じた。

その日の内に、丸三不動産の真のオーナーと愛野珠代はラ

ブホテルに行き、濃厚な時間を過ごした。

小ぶりの珠代の乳首は、商次にたっぷりと十分も吸われて

硬直していた。仰向けになった珠代は足を大きく広げて、

商次にクリトリスを丹念にねぶられて、大きな尻を震わせ



て快感を覚えていた。珠代の顔は日本女性的で眼も普通の

大きさで、唇も普通、髪の毛は肩より少し下の長さのスト

レートな髪で、クリトリスは少し大きめだろう。

「いやあああっん。」

膨らんだクリトリスを激しく商次に舐め回されて、珠代は

大きな悶え声を上げた。彼女の割れ目が潤ってくる。

同じ時刻にレズニスルは市内の高級ホテルのスイートルー

ムで、全裸で相賀好代の同じく全裸の体をすみずみまで舐

め回していた。好代の体は百五十四センチでバスト 84、ウ

エスト 58、ヒップ 85 という尻の大きな女性だ。肌は色白

で、眼はパッチリとしている。鼻筋も通って高く、白人女

性並の鼻の高さだ。レズニスルが彼女に惹かれたのも、こ

の白人のような顔立ちからだった。同種のものは惹きつけ



合うというものだろう。

レズニスルは、乳房と乳首を好代の乳房と乳首に合わせた

後、両脚を大きく広げて眼を閉じている好代の下半身の方

に頭を移動させた。

陰毛の下に好代の若々しくピンクのマン裂が、小さな口を

開いていた。レズニスルは、

「トレビエン(とてもいい、というフランス語)。今からあ

なたにレズのテクニックをするわ。」

と囁くと、右手の人差し指から小指の四本の指を好代のマ

ン裂に挿入した。

「あはん、社長の指って・・感じます。」

好代は声を上げた。レズニスルは、

「秘儀、ピアノマンコ。」

と声を上げると、好代の中に入れた四本の指をピアノを奏



でるように動かした。好代は気持ちよさそうに、

「ア、 アアア、アッアアアーアアー。」

と色艶かしく悶えた。ふふふ、とレズニスルは満足気に微

笑むと、

「今のは、ラヴェルの亡き王女のためのパヴァーヌの出だ

しを弾いたのよ。」

「そうだったのですね。わたしのマンコが感じるままに、

声を出してしまいました。」

好代は眼を開いて答えていた。レズニスルは白い歯を見せ

ながら、

「次はね、」

指を又、別の動き方で動かす。何を弾いたのだろうか。好

代は、

「ア、ア、アアア、アアアアー。」



と身をくねらせながら悶えた。好代は眼を開けて、

「今のはエリック・サティのジムノペディ第一番でしょ、

社長。」

と聞く。

「ええ、そうよ。メロディの最初のところね。よくわかっ

たわね。」

「わたしも、子供の頃、ピアノを習っていましたから。」

「まあ、そうなの。わたしも、そうだったのよ。それで気

が合うのね。体も、合っているし。」

レズニスルは好代の顔に身を屈めて、キスをした。半分、

フランス人の舌を好代の唇の中に入れていく。好代の舌は

自分より少し小さいようだ、とレズニスル夫人は感じた。

好代はレズニスル社長の舌を感じながら、一生懸命自分の

舌をレズニスルの舌に絡ませていった。と同時に、家庭教



師のように自分の部屋にピアノを教えに来た女教師の事を

思い出した。

グランドピアノの前に座って、エリック・サティのあなた

が欲しい、という曲を弾いていると、その東京の音楽大学

を出た女教師は、

「いいわよ。とても、いい。弾き続けて・・」

と褒めながら、左手を座っている好代の開いた足の間に入

れると、白いパンティの上からマンコを触った。

「あ、」

好代は声を小さくあげたが、ピアノを弾き続けた。サティ

の「あなたが欲しい」は五分半弱の曲だ。女教師の手が入

ってきたのは、３分位のところで、彼女の手は滑らかに好

代のパンティの上でピアノを弾くように動いた。それは、



サティの「あなたが欲しい」を同時に奏でているらしかっ

た。指の動きで好代は、それがわかったのである。(こんな

指導法もあるんだわ。)と好代はマンコで感じながら、思っ

ていた。男の人の手じゃないし、マンコの中にも突っ込ま

ないからいいか、と好代は思うと曲を弾き終った。

女教師も自分の左手を好代のマンコの上のパンティから離

すと、拍手して、

「よかったわ。わたしの左手の動き、わかったでしょ。あ

あいう風に弾いて。もう一度。」

それで好代は、エリック・サティのあなたが欲しい、をも

う一度、弾いた。すると確かに、うまくなっていたので終

わるとすぐ、

「先生、上手く弾けるようになりました。ありがとう。」

と礼を言うと、



「体で覚える。体で教える、とは、この事ね。女のマンコ、

百までって言うじゃない。」

「え、三つ子の魂、百までじゃないんですか。」

「そうだったわね。でも、同じようなものよ。女はマンコ

で考える、というのが真説なのよ。それなのに世間では、

女は子宮で考えるなんて言ってるでしょ。みんな、女はマ

ンコで考えてるの。ピアノを弾くのもマンコで考えて弾き

なさい。それが上達への早道です。」

きっぱりと女教師は宣言したが、好代はピアノの指導でマ

ンコを触られるのに抵抗感があったため、ピアノをやめて

しまった。

そういう過去があったので、レズニスル夫人の「秘儀、ピ

アノマンコ」は懐かしい感じもした。今度は指を入れられ



ているけど、成人だから構わない、と好代は思いながら、

いつのまにかレズニスル夫人の舌が自分のマンコを舐め始

めたのに気づいた・・・。

ラブホテルで丸三商次は全裸の愛野珠代の両肩を掴んで、

抱き起こすと、

「おれね、古流の柔術てのを叔父さんから習ったけどね。

その中に、女とやる時の技っていうのが、あるんだ。その

ひとつが、

巴マンコ

って、言うんだけど、いくよ。」

と話し、珠代の体を前に傾けて、寝転んで右足を珠代の腹

部に当てた。柔道の巴投げの体勢だ。そこで柔道では右足

を上げて、自分の頭の上方に相手を投げるのだが、丸三商



次は珠代を自分の体の上方にに珠代を投げた。落ちてくる

珠代を抱きとめると、

ずぶり、と荒々しく珠代のマンコに商次のビッグサイズが

入ったのだ。自分の体重と落ちてくる重力で、珠代は激し

い摩擦感をマンコに感じて失神しそうな快感を覚えた。商

次は仰向けに横たわり、珠代はそこに跨った姿勢で、

「あああっ、すっごーい。」

彼女は両手で自分の乳房を揉みながら、大きな声を出した。

商次はにやにやして、

「よかっただろう。戦国時代は敵の大名の奥方を、この巴

マンコでものにした話もあるんだ。その奥方は、巴マンコ

の味が忘れられなくて、その藩を抜け出したほどだっ

た。」

珠代は自分で激しく腰を振りながら、



「ああっ、あの巴マンコの感覚が欲しくて、激しく尻を振

ってますぅ。いやん。」

と悶えると、揺れる黒髪を右手で搔き揚げた。

好代が満足そうに眠ったのを見て、レズニスルは次はどん

な秘儀を教えてやろうか、と思ったが、ふと、初恋の相手

を思い出した。

それはパリでのビジネス専門学校一年の時、相手は長身で

美男子のアサン・モロンという同級生だった。彼は栗色の

眼をして、足が長く痩せていた。何人もの同級生の女の子

とデートしていた。それも、パリは20の区があり、それぞ

れの区の女の子をものにしていっているという評判だ。

1999 年の頃、パリの人口は 212 万人と五千人ちょっとで



名古屋より少し少ない位だ。

アサン・モロンは色が白く、髪を長くしていた。ちょっと

見ると、大人になりかかった美少女という容貌だ。彼は二

十の歳にパリの売春婦に声をかけられ、ただでセックスし

てもらい童貞を捨てていた。

二十一の歳になると商売でセックスしている売春婦を何度

も、天国にセックスで行かせたのだ。最初の売春婦の友人

たちだから、タダでしていただけでなく、逆にお金まで貰

うようになった。

そのうち、素人童貞である事に嫌気がさして、アサン・モ

ロンは二十二の歳にビジネス専門学校の同級生の女の子を

誘って夜の公園の樹木の陰でセックスした。

アサン・モロンは、その娘とは飽き足らずに次の女の同級

生とセックスしたため、最初の娘は愛想をつかした。次の



娘の次の娘に手を出したので、次の娘も愛想をつかしたの

である。

彼は、多くの女を知りたくなっていた。高校生の女とは違

う、たっぷりとした胸のふくらみを見るたびに、少しペニ

スが立ちかける。だから評判の美青年でありながらも、ヤ

リチンという噂もあり、次第にビジネス専門学校の女生徒

は彼を警戒し始めた。

一度やったくらいでは妊娠も確率は低いために、アサン・

モロンはコンドームなしでセックスをやりまくっていた。

レズニスルはクラスが違ったので、アサン・モロンを見た

事がなかった。そんな或る日、学校の玄関で帰ろうとする

レズニスルに、

「ハイ、元気かい?」

と若い男性の声がした。彼女が左横を振り向くと、そこに



は男性モデルのような背の高い色の白い男が立っていた。

レズニスルは、

「元気よ。あなたのアソコも元気なの?」

と冗談を飛ばす。男はそれに少し微笑むと、

「元気さ。君の中で暴れまわりたいね。」

と気障っぽく言うと、近づいてきた。レズニスルは処女を

失えると確信して、

「いいわ。やってほしい。」

「おお、オッケーなの。ただ、ぼくはすぐにセックスはし

ない。愛を育みたいんだ。早くても三日後にしている。そ

れがナンパ野郎とは違うとこだね。」

学生が、ぞろぞろと帰っていく。その玄関からの階段の上

で立ち止まっているのはアサン・モロンとレズニスルだけ

だ。それを見た一人の女生徒は二人に聞こえない距離まで



階段を降りると、横の友達に、

「あーあ。あの娘も又、あいつの毒牙にひっかかるのだわ。

わたしも、やられたけど。ただ、あいつのチンポって、意

外と柔らかいのよ、大きくて太いけどね。それにすぐ、別

の女に声かけるから、呆れるのね。」

「そうなの。チンポは太いだけじゃなく固くないとね。わ

たしも放課後は、チンポの固い男性を探してるわ。」

最初に語った女生徒は青い眼を輝かせて、

「いいわね。見つかったら、わたしにも紹介してね。」

「うん、三人で遊ぼう。」

その二人は、階段を降りるとパリの街へ歩いて行った。エ

ッフェル塔が見える場所に、その学校はある。エッフェル

塔とは、324 メートルの高さで、エッフェルという人が設

計した万国博覧会のためのものだ。近くには噴水のある公



園もあり、ここで多くの女をアサン・モロンは口説きまく

った。時には夜、エッフェル塔を見ながら公園で後背位セ

ックスに浸ったアサンだった。

レズニスルはアサンから名刺をもらっていた。そこには彼

の住所と電話番号が記載されている。アサンは、

「三日後に会おう。」

と両手を広げて肩をすくめて見せた。

レズニスルにとっては、その三日後までが楽しい期待の

日々だった。パリには四百も緑地帯があるから、数本の大

木の陰で処女を失うというのもいい。16区にあるブローニ

ュの森でアサンとするのも、いい。レズニスルは、ブロー

ニュの森を散策している時に、大木の上から女性の声が、



「アハッ、アハハン、シエル、シエル!」

泣き叫ぶのを聞いた。その声のあたりを見上げると、なん

と、そこで若い男女のカップルが全裸で後背位で木の枝に

跨ってセックスしていた。


